
平成３０年度「オリンピック・パラリンピック・ムーブメント全国展開事業」 

事業実施報告書 

 

 

 

道府県・政令市名 

【 福島県 ・ 郡山市 】 

１実践テーマ 【 Ⅱ ・ Ⅴ 】  

２実施対象者  ・学校名………郡山市立小原田小学校 

 ・対象学年……４・５・６学年 

 ・クラス………４年２クラス、５年３クラス、６年３クラス 

 ・人 数………４年６６名、５年９５名、６年８８名 

３展開の形式 （１） 学校における活動 

① 教科名（ 総合的な学習の時間・体育科 ） 

② 行事名（       ） 

③ その他（       ） 

（２） 地域における活動 

① イベント名（        ） 

② その他  （        ） 

４ 目 標  

 （ねらい） 

 

（１）オリンピックの歴史を調べ、スポーツの意義や価値などへの 

  理解・関心を高める。 

（２）日本人として大切なおもてなしの心を育てる。 

（３）スポーツを楽しむ心を育成する。 

 

５ 取組内容  

（１）オリンピックの歴史を調べる。 

  ① 図書をもとに調べる。 

    ・発祥地 ・スポーツの意義 ・トピック 

②  発表会を通して、共に学び合う。 

（２）おもてなしの心を育む 

  ＪＡＬチーフ客室乗務員として経験 

 を持つ江上いづみ先生から握手や表情、 

 身だしなみなど、グローバルマナーに 

 ついて学びました。 

（３）郷土のトップアリートに学ぶ「陸上教室」 

  東邦銀行陸上部コーチ吉田真希子先生 

 をお迎えし、「世界を目指して」の講演 

 と陸上教室を行いました。 

  陸上教室では早くかっこよく走るため 

 のコツを楽しく教えていただきました。 

 

Ⅰ スポーツ及びオリンピック、パラリンピックの意義や歴史に関する学び 

Ⅱ マナーとおもてなしの心を備えたボランティアの育成 

Ⅲ スポーツを通じたインクルーシブな社会（共生社会）の構築 

Ⅳ 日本の伝統、郷土の文化や世界の文化の理解、多様性を尊重する態度の育成 

Ⅴ スポーツに対する興味・関心の向上、スポーツを楽しむ心の育成 



６ 主な成果 

 

 

（１）「オリンピックの歴史を調べる」について 

  ・予算で購入した参考図書を活用してオリンピックの歴史を 

   興味を持って調べることができました。 

  ・他の教科では学ぶことのできないスポーツの意義がわかり 

   2020 東京オリンピックへの機運が高まりました。 

 

（２）「おもてなしの心を育む」について 

  ・豊かな経験を持つ江上先生から、実践を通して外国人と関 

わり方を学び、おもてなしの心が醸成されました。 

  ・本校児童の課題であるあいさつや相手との関わり方をこの 

   機会に教えていただき、今後のきっかけとなりました。 

 

（３）郷土のトップアリートに学ぶ「陸上教室」について 

  ・前半の「世界を目指して」という演題の講演では、紆余曲 

折の学生時代からお話をいただき、努力をすること（でき 

るまで）を親しみのある言葉で語りかけてくださいました。 

  ・後半の陸上教室は校庭での実技講習、早く走るために正し 

   い姿勢から脚をどのように踏み出し、引き付けるか「ポン 

ポン、ビュンビュン」の合言葉で教えていただきました。 

子どもたちは自分の可能性を見つけることができました。 

 

７実践におい

て工夫した点 

（事業の特

色） 

（１） オリンピックに直結する調べ学習をスタートにし、2020 

     年東京オリンピックを意識できるよう手立てを講じました。 

（２） 国際人としてのマナーを主眼としてグローバルな視点から 

   おもてなしの心を育てるようにしました。 

（３） 身近な陸上選手として同市内の方に講師になっていただき、 

   興味関心と可能性を高めるようにしました。 

８主な課題等  

（１）７月に説明会、９月からの実施ということで、現場の先生と 

  十分話し合って進められなかったことが残念です。 

（２）郡山市スポーツ振興課の職員と連絡を取り合い、事業をスム 

ーズに行うことができ、助かりました。 

（３）講師選定リストがあると助かります。 

（４）校内でオリンピックの機運を高める環境整備の必要性を感じ 

ました。 

 

 

９来年度以降

の実施予定 

 

・現在のところ未定です。 

 

 

 

 

 

 

 


